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2007 年 10 月 16 日（火） 

 

PS の 2007 年 9 月度、7～9 月期の実績概況 
 
PS 2007 年 9 月度 
 

生産は、前年同月比－8％である。定修 2 社（前年 9 月は定修なし）であり、定修差

がマイナスの主因である。 
 
内需は前年同月比－19％となった。但し前年 9 月は先行出荷があり、今年 9 月の

見かけ的な大幅減となっている。実勢は通常年に比して数％程度のマイナスと推定

される。不需要月の前 8 月比では+12％で一応の季節的立上りは示している。 
用途別では電機・工業用が-1％とほぼ前年並み、特にデジタル家電向けは堅調が

続いている。 
包装用等は前年同月実績が過大であったもの。但し包装用で今夏は極度の猛暑で

最終製品の動き鈍化、FS 用で建築関連の着工遅れなど、一部は実体も反映。 
 
輸出はウエイトが低いが、特定需要層のアジア向けにプラスが続いている。 
 
出荷計は内需の減により－16%となった。  
 
在庫は増加しているが、10 月にも定修を控え特に問題はない。 
 

PS 2007 年 7～9 月期 
 
生産は前年同期比-3％で大きな変動はない。 

 
内需は前年同期比-13％となっているが、前年 7～9 月期には先行出荷があったため

実勢は数％マイナスと推定される。 
電機・工業用はデジタル家電関連が伸び、事務機等も安定。包装用は HI シート等が

堅調。FS 用は不振。 
 

輸出は数量的には小さいが、アジア向けの伸びで増加している。 
 

出荷計は国内のマイナスを主因として前年同期比-11％となっている。 
 

在庫は前期末に比しても増加しているが、今年は全般に定修が多ため特に問題はな

い。 
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SM の 2007 年 9 月度、7～9 月期の実績概況 
 

SM 2007 年 9 月度 
 

生産は前年同月比+8%となった｡定修は 1 社で高稼働率を維持している。 
 

内需は主用途の PS の生産が定修のためやや低水準、EPS その他も低調で、前年

同月比-4％となっている。 
 

輸出はアジア市場向けに高水準が続いている。前年同月比+50%は、前年 9 月の

輸出が特殊事情で少なかったことによるものである。 
 
出荷計も高水準で、前年同月比+13%となった。 
 

在庫は前月比減少、0.3 ヶ月の水準である。 
 
 
SM 2007 年 7～9 月期 

 
生産は前年同期比+6％。今年は定修が少ない年にあたり、年初から前年回る生

産が続いている。 
 

内需は主用途 PS の生産と同傾向、EPS 他の用途も特に変わりなく、前年同期比

0%である。 
 

輸出はアジア需要の堅調、また今年は供給力もあり、前年同期比+11%と好調で

ある。 
 

出荷計は輸出のプラスが効いて前年同期比+4%となっている。 
 

在庫は年初 2～3 月の 10 万㌧台から減少し、9 万㌧程度。定修前としてはやや低

レベルで推移している。 
 

 
以上 
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